
 

 

 

 

 

 

 

「児童生徒の自殺予防に係る取組について」 
～文部科学省初等中等教育局通知～ 

校長 森 勝義       

 令和６年の日本国内での児童生徒の自殺者数は、527 人（令和５年確定値：513 人）と過去最

多となる見込みであることが明らかになりました。如何なる事情であれ、子供たちが自ら命を絶

つようなことはあってはならず、極めて重大に受け止める必要があります。 

 先日、文部科学省から「児童生徒の自殺予防にかかわる取組について」の通知が全国の市町村

教育委員会、海外の日本人学校・補習授業校に周知徹底の通知がきました。 

 児童生徒の自殺の原因・動機として、学校問題のうち、約６割が学業不振や入試、進路に関す

る悩みであることが分かっており、４月に進学や進級の不安を抱えながら学校生活を過ごし、長

期休業中に児童生徒の自殺が多くなることも踏まえて、日本語学校と保護者の方々の見守り活動

をていねいに実施していかなければなりません。 

 学校として、保護者と連携の上、長期休業の開始前から長期休業明けにおける児童生徒の自殺

予防に向けた取組に全力で取り組んでいただくよう、お願いいたします。 

インデイアナ日本語学校で園児・児童生徒が安心安全に楽しく学校生活を送るために我々教職員

が常に念頭に置いて子どもたちに接していかなければならないか、なにが必要なのかをあらため

て考えなければなりません。年４２回ある授業日数（うち運動会１・卒業式１）で日本の教育課

程を教えることは最も重要ですが、子どもたちが現地校で感じているストレスや悩みを取り除く

ことも大切なことだと思います。 

「土曜日、日本語学校に行くのが楽しみ」と感じてもらうために 

我々教職員は、 

・教職員が楽しく、わかりやすい授業を実践する 

・ひとりひとりに声掛けをし、SOS のサインを見逃さない 

・園児児童生徒を差別しない 

・何気ない一言が子どもにとって傷つくことを常に意識する 

・褒めるときは大きな声で、叱る時は小さな声で 

・主任を中心に報告・連絡・相談を怠らない。情報の共有 

・校長は気配り、迅速な対応を心掛け、リーダーシップをとる 
私自身、日本語学校在任３年目になり、子どもたちが安心安全に教育活動を受けられるように 

日々努めていますが、至らないことも多々あると思います。この２年間で残念なことがひとつあ

ります。それは「退学届」を受理するとき、感じることです。もちろん、日本に本帰国や他の国

に転居する場合は問題ありません。 

しかし、ｲﾝﾃﾞｲｱﾅﾎﾟﾘｽに在住するのに退学して進級しない、途中退学してしまう理由はなんでし

ょうか。友人との関係でしょうか？日本語学校の問題でしょうか？ 

子どもたちの笑顔が消えないようにするには何が必要なのでしょうか？自問自答しています。 
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「帰り道」を読んで                      小学 6 年２組 大宮 亮平 

  

ぼくは帰り道を読んで、この様なことをまとめました。ぼくは同じようなちょっとした軽い気

持ちで友達を傷つけたことがあります。勝負で勝った時、じょうだんで相手に言い過ぎてしまい、

友達がしょんぼりしてしまいました。ただぼくの問題はすぐにはなおらなかったので、少しうら

やましいです。言葉は武器にも助けにもなると思います。それは全て使い方次第です。律も周也

もそれを理解してほしいです。自分も二人の立場だったら、気まずくなるけれど、また後で仲直

りすると思います。「１」と「２」の場面で二人の立場を見ることができて、二人の反省と立ち直

りをより理解できました。みなさんもぜひ「帰り道」を読んでみてください。 
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６月 7 日作品    土曜パラダイスで紹介  

小学６年１組 林 由惟  「６の１ みんなくるしむ 花粉症」 

小学５年２組 読み人知らず「ともだちが とてもやさしい うれしいな」 

小学５年２組 松島 誓志 「春変り 夏が来てから 暑くなる」 

小学６年１組 井田 大葵 「花粉症 花粉ないのに 目がかゆい」 

小学６年１組 吉岡 律  「だるすぎる 今年の花粉 しんどいよー」 

小学 6 年 1 組 町田 雛実 「現地校 宿題なくて うれしいな」 

小学４年 1 組 山本 央理 「ファイテン 校長先生 １年がんばれ」 

小学２年２組 大石 紗也 「さざんがく あーむずかしい どうしよう」 

 

ダジャレコーナー 

小学６年１組 清水 彩加 「のりでつくられた のり」 

小学３年２組 茅野 理仁   「チーターが おっこちーたー」 

小学６年２組 石井 碧芭 「校長先生 せっこうちょう」  

小学２年２組 おかもとまさし「おかねは おっかねー」  
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